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▪公立大学法人 北九州市立大学
▪北越製紙株式会社 新潟工場

azbil mind
▪  MagneW3000 FLEX+

azbil のある街
▪ねばり強さと努力が支える杜の都【仙台】

P03

P10

P14

P16

「音への挑戦」
特集

5 月号

5



azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。
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山武グループPR誌 azbil（アズビル）

News Head Line

安全センター株式会社は、介護予防向けの新サービス「介護予防　栄養改善プ
ログラム」を開発、販売を開始しました。

もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

介護予防向け新サービスを販売

→ A

株式会社 山武は、本社（東京都千代田区丸の内）で、大規模地震の発生を想定
した震災訓練を行いました。

事業継続計画（BCP）震災訓練を実施

3.1

3.9

株式会社 山武は、台東区内の小学生を対象にした体験教室「第4回エコ・キッ
ズ探検隊」を東京都台東区立社会教育センターで開催しました。

小学生向け「エコ教室」を開催3.25

株式会社 山武商会は、昨年よりテスト販売中であった「米国L-3 Communications 
Safe View社製 所持品検査装置SafeScout（セーフスカウト）シリーズ」の本格
販売を開始しました。

所持品検査装置SafeScoutシリーズ本格拡販開始3.26

 → B

 → C

→ D

問い合わせ先

A
安全センター株式会社
営業1部

TEL　03-3773-2021
FAX　03-3773-7912

B
株式会社 山武
広報グループ

TEL　03-6810-1006
FAX　03-5220-7274

C
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL　03-6810-1112
FAX　03-5796-0795

D
株式会社 山武商会
データ機器部

TEL　03-3777-5141
FAX　03-3777-4810

E
安全センター株式会社
介護事業部

TEL　03-3773-2021
FAX　03-3773-7912

安全センター株式会社は、東京都大田区より「夜間対応型訪問介護」の事業者
として指定され、同区北エリアにおいて事業を開始しました。

「夜間対応型訪問介護」を都内で展開3.28

→ E

音
へ
の
挑
戦

私
た
ち
は
実
に
多
く
の
音
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

自
然
界
の
音
、機
械
か
ら
生
じ
る
音
、暮
ら
し
の
音
…
。

中
で
も
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
音
は
、

生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
だ
。

同
じ
音
で
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
方
が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、

意
思
や
感
情
、情
報
が
よ
り
円
滑
に
伝
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て

音
に
挑
む
人
た
ち
が
い
る
。

特 

集

May.2007　� 



コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
必
要
な
音
環
境

　

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、建
築
空
間

に
求
め
ら
れ
る
音
環
境
は
「
静
け
さ
」「
よ
い
音
」

「
よ
い
響
き
」に
要
約
で
き
る
。「
静
け
さ
」は
騒

音
へ
の
対
策
で
あ
り
、「
よ
い
音
」と
は
自
然
で

良
好
な
拡
声
音
づ
く
り
、「
よ
い
響
き
」は
よ
り

良
い
室
内
音
響
効
果
へ
の
追
求
と
な
る
。
こ
の

3
つ
の
音
響
条
件
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
空
間
に
相
応
し
音
環
境
を
実
現
す
る
の

が
音
響
設
計
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
に
は
求
め

ら
れ
る
音
響
が
あ
る
。
で
は
、音
が
命
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
は
ど
ん
な
「
静
け
さ
」や
「
よ

い
響
き
」が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
「
静
け
さ
」の

実
現
が
大
事
。
建
物
周
囲
か
ら
の
外
部
騒
音
や
、

他
室
か
ら
の
人
の
活
動
、生
活
に
伴
っ
て
発
生

す
る
音
、あ
る
い
は
設
備
機
械
の
騒
音
を
遮
断

す
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
は
、通
常
N
C
※

―

20
程
度
が
推
奨
さ
れ
て
き
た
が
、「
静
け
さ
」

へ
の
要
求
は
高
く
、現
在
は
N
C―

15
以
下
の
極

め
て
静
か
な
空
間
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
ホ
ー
ル
で
は
隣
の
人
の
息
づ
か

　「よい響き」は人それぞれ感じ方が違う
とはいえ、響き方による音の感じ方には
傾向があり、そうしたデータを参考にし
ながらコンサートホールの建築や設備の条
件を決定していく。しかし、どのような
音になるか設計図では表現し難い。そこ
で、コンピュータ・シミュレーションなどを用い
ホールの骨格を検討し、その後、10分の1
の縮尺模型を作り、音響模型実験を行い詳
細に作り込んでいく。模型の中で実物さなが
らの音を使って実験していく。模型の中で
音を発生させて物理特性等の測定をする
のだが、模型の縮尺が10分の1であれば、
10倍の周波数を使って測定する。初期
反射音のふるまいや残響時間は、コンサー
トホールのどの席でも同じことが理想だ。
こうしてコンサートホールの命ともいう
べき初期反射音の空間、時間分布に着目
した検討が続けられる。冒頭で紹介した
サントリーホールをはじめ、日本各地にはさ
まざまな規模やスタイルのコンサートホー
ルがある。これらは楽器同様、個性的で、
残響時間が同じでもその響きの質は違
う。自分好みの音を探しに、コンサートに
出向いてはいかがだろう。

設計図に表現しにくい音

1サントリーホール（大ホール）
ステージを取り囲む客席配置（アリーナ型）で世界一美しい
響きを求めて設計された。
客席数2006席、残響時間2.1秒
2津田ホール（室内楽・リサイタルホール）
客席数490席、残響時間1.4秒
3かつしかシンフォニーヒルズ（音楽主体の多目的ホール）
客席数1318席、残響時間1.8秒
4サントリーホール（小ホール）
明るくクリアな響きを目指して設計。
客席は可動式で、舞台の面積によって定員数が変わる

い
も
気
に
な
る
と
い
う
。

　
「
静
け
さ
」は
あ
る
程
度
客
観
的
に
そ
の
静
か

さ
を
認
識
で
き
る
。
し
か
し
、室
内
音
響
の
効

果
に
つ
い
て
は
好
み
も
あ
る
が
、音
の
感
じ
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
そ
の
音
の
感
じ
方
を
大
き

く
左
右
す
る
の
が
音
響
効
果
の
も
う
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
よ
い
響
き
」な
の
だ
。

初
期
反
射
音
の
ふ
る
ま
い
が

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
個
性

　

耳
に
届
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
。
直
接
届

く
直
接
音
に
引
き
続
い
て
、天
井
や
壁
に
反
射

し
て
か
ら
届
く
音
を
反
射
音
と
呼
ぶ
。
こ
の
反

射
音
が
重
要
だ
。
特
に
、直
接
音
が
届
い
て
か

ら
10
分
の
1
秒
位
ま
で
に
届
く
早
い
時
間
の
初

期
反
射
音
の
ふ
る
ま
い
が
、音
量
感
、明
瞭
さ
、

拡
が
り
感
な
ど
、音
の
響
き
の
質
を
決
定
す
る
。

「
音
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
」「
音
に
浸
っ
て

い
る
み
た
い
」「
臨
場
感
の
あ
る
音
だ
」「
重
厚

な
音
だ
」「
音
が
輝
い
て
い
る
」な
ど
の
音
の
感

じ
方
は
初
期
反
射
音
の
特
性
に
よ
る
も
の
だ
。

　

ま
た
、音
が
鳴
り
終
っ
た
瞬
間
か
ら
音
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
1
0
0
万
分
の
1
に
減
少
す
る
ま
で

の
時
間
を
残
響
時
間
と
い
う
。
残
響
時
間
が
長

い
と
「
音
に
明
瞭
さ
が
な
い
」と
感
じ
、逆
に
短

す
ぎ
る
と
「
音
に
豊
か
さ
が
な
い
」と
感
じ
る

な
ど
、響
き
の
長
さ
の
目
安
と
な
る
が
、よ
く
鳴

り
、よ
く
響
き
、演
奏
の
し
易
い
ホ
ー
ル
と
な
る

た
め
に
は
初
期
反
射
音
を
い
か
に
有
効
に
得
る

か
が
鍵
。
そ
の
た
め
に
ホ
ー
ル
の
室
形
状
と
そ

の
寸
法
、仕
上
げ
材
料
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
よ
い
響
き
を
創
り
出
す
。
演
奏
者
や
聴
衆

に
愛
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
ま
さ
に
楽

器
そ
の
も
の
な
の
だ
。 株式会社永田音響設計

代表取締役社長
池田 覺さん

コンサートホール
東京都港区にあるサントリーホールは世界トップクラスのオーケ

ストラ演奏が行われる。世界一美しい響きを求めて設計されたホー

ルは客席がステージを囲むアリーナ型だ。このサントリーホール

をはじめ国内外のコンサートホール、劇場などの音響設計を手が

け、高い評価を獲得しているのが、株式会社永田音響設計。社長の

池田さんにコンサートホールの音響について教えていただいた。

123
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※ NC値：室内の静けさをあら
わす評価基準で、数値が小さ
いほど静かなことを表す

部屋の種類 NC値

放送スタジオ NC-15 〜
20

コンサートホール NC-15 〜
20

劇場 NC-20 〜
25

教室 NC-25

アパート・ホテル NC-25 〜
30

家庭の寝室 NC-25 〜
30

映画館 NC-30
病院 NC-30

レストラン NC-45

部屋の種類とNC値

天井反射

壁面反射

壁面反射

直接音
ステージ反射

直接音と反射音

サントリーホール写真提供

津田ホール写真提供

かつしかシンフォニーヒルズ写真提供

サントリーホール写真提供

　いつもと違う音がする。例えば電化製品などでこんなふうに気づき、少しし
たら故障で止まってしまった、という経験はありませんか？　山武独自の音響
診断IF-ASSET（イフ・アセット）技術は、工場などのさまざまな設備を対象に、
正常に稼動している状態の音から逆フィルタを作成し、診断時の音を比較して、
「調子が悪いかも？」という状態をいち早く捕らえることができます。異音の発
生は、設備の突発的な故障による運転停止につながりかねないだけでなく、近隣
住民に不安を与え、大変な迷惑となってしまう場合があります。今日では、異常
の兆候を早期発見することの重要度が増して来ています。また、人の耳には聞
こえない配管からのエア漏れで発生する超音波を検知することで、エネルギー
消費の低減もお手伝い。音響診断は、工場内外の安心に欠かせない技術です。

設備の健康を見守り、安全と安心をお手伝い

音響診断技術
azb i l  Top i cs

IF-ASSET
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自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
求
め
ら
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

　

日
本
は
世
界
有
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
先
進
国
。

製
造
分
野
で
活
躍
す
る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は

も
ち
ろ
ん
、サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る

自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
も
活
発
だ
。
こ
れ

か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、介
助
や
補

助
作
業
が
で
き
る
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
、家
庭

や
医
療
・
教
育
機
関
へ
の
導
入
が
大
き
く
期

待
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
自
律
型
ロ
ボ
ッ

ト
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
ひ
と
つ
が
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
人
の
意
思
を
理
解

で
き
る
か
ど
う
か
が
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
鍵

を
握
る
。
人
の
場
合
を
考
え
る
と
、理
解
に
は

声
、表
情
、話
の
流
れ
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
な
ど
が
深

く
関
わ
る
。
こ
う
し
た
複
数
の
要
素
を
利
用

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
を

「
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
呼
び
、さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
が
関
係
し
て

く
る
。
牧
野
研
究
室
で
は
人
と
機
械
と
の
総

合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。

対
話
に
よ
っ
て
人
の
意
図
を
理
解
し

5
つ
の
作
業
を
行
う

　

2
0
0
3
年
に
公
開
さ
れ
た
I
R
I
S
（
イ

リ
ス
）は
東
北
大
学
の
４
つ
の
研
究
室
が
合
同

で
製
作
し
た
介
助
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
４
研
究
室

の
ひ
と
つ
、牧
野
研
究
室
で
は
人
と
ロ
ボ
ッ
ト

と
の
対
話
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、次
の
よ
う
な
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
対
話

が
可
能
に
な
っ
た
。

「
I
R
I
S
、お
茶
が
ほ
し
い
」

「
お
茶
で
す
か
？
」

「
そ
う
、お
茶
が
ほ
し
い
」

「
何
杯
で
す
か
？
」

「
1
杯
」

「
わ
か
り
ま
し
た
。
お
茶
を
1
杯
お
持
ち
し
ま

す
」

こ
う
し
て
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
実
行
す
る
。

I
R
I
S
は
「
お
茶
サ
ー
ビ
ス
」「
カ
ー
テ
ン

の
開
け
閉
め
」「
ご
み
捨
て
」な
ど
5
種
類
の

作
業
が
で
き
る
が
、で
は
、ど
う
や
っ
て
人
の

声
を
聞
き
取
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
音
声
認

識
こ
そ
、人
と
機
械
と
の
対
話
の
第
一
歩
だ
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
“
理
解
”と
は
？

　

人
間
の
音
声
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的

に
認
識
す
る
音
声
認
識
は
、音
声
を
テ
キ
ス
ト

に
変
換
す
る
音
声
認
識
ソ
フ
ト
な
ど
と
し
て

す
で
に
市
販
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、機
械
が
人

の
声
を
出
す
音
声
合
成
も
家
電
や
自
動
販
売

機
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、音

声
認
識
と
音
声
合
成
を
組
み
合
わ
せ
て
も
人

と
の
対
話
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。「
お
茶

を
1
杯
私
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」と
言
う

と
動
作
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
は
、あ
く
ま
で
も
定

型
動
作
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
、必
ず
「
お
茶
を
1
杯

私
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
囲
の
環
境
に
あ
わ
せ

自
律
的
に
動
い
て
作
業
を
行
う
I
R
I
S
は
、

多
様
な
言
葉
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
対
応
を
可
能
に
し
た
の
が
対
話
シ
ス
テ

ム
だ
。
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
る
が
、

I
R
I
S
は
そ
の
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
の

か
を
認
識
し
、作
業
に
必
要
な
項
目
が
埋
ま
ら

な
い
場
合
は
、相
手
に
質
問
し
て
欠
落
情
報
を

収
集
す
る
。
つ
ま
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の
対
話
の
目

的
は
、人
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、ロ

ボ
ッ
ト
が
理
解
す
る
と
は
、あ
る
作
業
を
す
る

た
め
に
必
要
な
項
目
が
埋
ま
る
こ
と
な
の
だ
。

　

現
在
の
技
術
で
は
、音
声
認
識
、音
声
合
成

と
も
に
「
日
本
語
の
で
き
る
外
国
人
」レ
ベ
ル

で
あ
り
、対
話
能
力
は
き
わ
め
て
限
定
的
だ
。

そ
も
そ
も
、思
考
か
ら
音
声
と
し
て
発
話
す
る

ま
で
の
脳
の
仕
組
み
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い

の
だ
。
何
気
な
く
や
り
と
り
し
て
い
る
言
葉

だ
が
、実
は
、脳
の
中
で
は
複
雑
な
働
き
を
し

て
い
る
の
だ
。
人
と
機
械
と
の
対
話
を
研
究

す
る
こ
と
は
、人
間
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
で

も
あ
る
の
だ
。

牧野研究室の皆さん

対話するロボット
アニメに登場するロボットは当たり前のように人と話す。では、

実際どうなのだろう？人と機械のコミュニケーション実現に向け

た研究に取り組む東北大学牧野研究室を訪ねた。

東北大学教授
牧野 正三さん

東北大学助教授
伊藤 彰則さん

マルチモーダルコミュニケーションを実現するための研究分野

マルチエージェント
技術

音声認識・理解

画像認識・理解

パターン認識

信号処理

ネットワーク技術

感性情報処理

自然言語理解

人工知能

知識獲得

未知情報処理技術

それぞれを最適に動作させ
ユーザを多面的に支援する

→

ロボットの理解とは

いれる、もってくる…

紅茶、コーヒー、お茶

1、2、3…

人から情報を得る

埋めるべき項目の一覧

項目がすべて埋まること

 対話の目的

 対話の目標

 対話の理解

行動

対象

量

紅茶 を 1杯 ください

呼びかけを認識するための８本のマイク 相手の顔を認識するためのビデオカメラ

動作制御などといっしょに音声
認識回路が収められている胴体

IRISの行動プロセス

待機状態
（充電）

IRISができること
◦呼びかけの認識
◦ドアや窓の開け閉め
◦緊急呼び出し
◦お茶くみ
◦ごみ捨て

呼びかけの認識
＋

方向認識
顔認識軽作業の実行

ロボット移動音声対話

対話によって何をして
ほしいのか情報を収集

　コイルに流れる水の温度によって室内の温度を調整するファンコイルユ
ニット。このコイルに流れる冷温水量を調節するのがファンコイルユニッ
ト用調節弁です。ファンコイルユニットが採用されることの多いホテルの
客室や病院では静粛性が要求されますが、これまでの一般的なボール弁では
騒音レベルが高いという欠点がありました。そこで、山武は弁の構造を大き
く改良し、低騒音形状の「くし歯型ボール弁」を開発、流水音等の騒音抑制に
成功しました。NC値による騒音評価では、ホテルの客室などで要求される
基準値（NC値30 〜 35「静か」）をクリアしています。

流水音による騒音の低減を実現

山武のファンコイルユニット用調節弁
azb i l  Top i cs

アクティバル・ミニ
ファンコイル用調節弁

May.2007　� �　May.2007



聴
導
犬
に
な
れ
る
の
は
6
0
0
頭
に
1
頭

　

聴
導
犬
の
歴
史
は
1
9
6
6
年
、ア
メ
リ
カ

か
ら
始
ま
り
、日
本
に
は
1
9
8
1
年
に
紹
介

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
約
40
頭
が
訓
練
さ
れ
、

２
０
０
６
年
10
月
か
ら
の
身
体
障
害
者
補
助

犬
法
施
行
後
に
、聴
導
犬
と
し
て
日
本
で
認
定

さ
れ
て
い
る
の
は
13
頭
だ
。
聴
導
犬
と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、ユ
ー
ザ
ー
は
聴
導
犬
を
同
伴

し
て
行
政
な
ど
公
共
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
デ
パ
ー
ト
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
民
間
施
設
の
利
用
を
保
証
さ
れ
る
。

　

同
協
会
で
い
ま
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て

い
る
候
補
犬
は
3
頭
。
候
補
犬
は
保
健
所
や

動
物
保
護
団
体
に
収
容
さ
れ
た
捨
て
犬
な
ど

か
ら
選
ぶ
。
犬
の
種
類
は
問
わ
ず
、健
康
で
、

攻
撃
性
が
な
く
、人
が
大
好
き
で
社
会
性
の
高

い
犬
が
向
い
て
い
る
が
、大
き
な
音
を
怖
が
ら

な
い
か
、人
に
対
し
て
従
順
か
な
ど
約
40
項
目

も
の
適
性
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
そ
う
し
て
選

ば
れ
る
の
は
3
0
0
頭
に
1
頭
だ
。
実
際
に

聴
導
犬
に
な
れ
る
の
は
さ
ら
に
そ
の
半
分
以

下
の
6
0
0
頭
に
1
頭
く
ら
い
に
な
っ
て
し

ま
う
。

音
は
前
足
で
知
ら
せ
る

　

訓
練
期
間
は
最
低
で
も
１
年
半
か
か
る
。

社
会
化
と
い
わ
れ
る
人
間
社
会
に
慣
れ
る
た

め
の
期
間
の
後
、あ
ら
た
め
て
訓
練
に
向
い
て

い
る
か
を
テ
ス
ト
し
て
か
ら
よ
う
や
く
音
の

訓
練
に
入
る
。
音
の
訓
練
自
体
は
1
日
約
15

分
ほ
ど
。
犬
の
集
中
時
間
は
短
い
。
訓
練
と

い
っ
て
も
ゲ
ー
ム
感
覚
で
、犬
に
と
っ
て
は
楽

し
い
遊
び
の
よ
う
な
も
の
で
、ト
レ
ー
ナ
ー
は

決
し
て
怒
ら
ず
、犬
を
褒
め
て
喜
ば
す
。
犬
は

褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
動
作
を
学
ん
で
行
く
。
1
つ
の
音
を

覚
え
る
に
は
1
カ
月
ほ
ど
か
か
る
が
、1
つ
覚

え
て
し
ま
う
と
学
習
能
力
に
よ
っ
て
次
か
ら

次
へ
と
音
を
覚
え
て
い
く
。

　

玄
関
で
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。犬
は
音
を
聞
き
、

主
人
に
前
足
で
タ
ッ
チ
し
て
知
ら
せ
る
。
中
型

犬
以
上
な
ら
片
足
、小
型
犬
な
ら
両
足
を
使
う
。

そ
の
後
、玄
関
へ
と
主
人
を
導
く
。
音
は
で
き

る
だ
け
連
続
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、い
ま
活

躍
し
て
い
る
聴
導
犬
の
中
に
は
、電
子
レ
ン
ジ

の
「
チ
ー
ン
」と
い
う
短
い
音
を
覚
え
主
人
に

知
ら
せ
る
犬
も
い
る
そ
う
だ
。
音
以
外
の
訓
練

と
し
て
歩
行
訓
練
や
交
通
機
関
、レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
お
店
に
入
る
訓
練
も
行
う
が
、聴
導
犬

と
認
定
さ
れ
る
前
の
訓
練
犬
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
お
店
や
公
共
施
設
な
ど
は
限
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。そ
の
都
度
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

苦
労
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

情
報
の
仲
介
役
と
な
り

安
全
と
安
心
を
与
え
る

　

聴
覚
障
害
者
の
耳
の
か
わ
り
と
な
る
聴
導

犬
の
使
命
は
３
つ
あ
る
。
１
つ
は
、生
活
に
必

要
な
音
を
知
ら
せ
る
こ
と
。
目
覚
し
時
計
、玄

関
チ
ャ
イ
ム
、子
ど
も
の
泣
き
声
な
ど
だ
。
２

つ
目
は
生
命
を
守
る
こ
と
。
火
災
報
知
器
な

ど
各
種
警
報
器
の
音
を
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
え
る
。

３
つ
目
は
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し

て
の
存
在
。
災
害
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た

際
、外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
聴
覚
障
害
者
は

逃
げ
遅
れ
な
ど
の
可
能
性
が
高
く
、聴
導
犬
を

同
伴
す
る
こ
と
で
、周
り
の
人
に
聴
覚
障
害
だ

と
気
付
か
せ
、状
況
に
応
じ
た
手
助
け
や
情
報

を
伝
え
る
必
要
性
を
知
ら
せ
る
存
在
と
な
る
。

実
際
、聴
導
犬
を
同
伴
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
社
会
参
加

へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
と
い
う
感
想
が
協
会

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

音
を
伝
え
る
聴
導
犬
は
社
会
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
だ
。

　azbilの山武グループの中でヒューマン・ヘルスケアサービ
スを提供しているのが安全センター株式会社です。電話回線を
利用した「緊急通報」「健康・医療相談」「月1回のお元気コー
ル」などの会員数は現在約6万人。ペンダント型送信機あるいは
通報装置のボタンを押せば、自動的にセンターに接続され、相談
員や看護師が24時間365日応対します。もちろん、声のコミュニ
ケーションが難しいお客さまでも、鈴やカスタネット、受話器を
たたくなど予め取り決めたシグナルからお客さまの様子を気遣
います。安全センターでは、経験豊かなスタッフの温もりのあ
るコミュニケーションで、信頼と安心をご提供しています。

心をこめた対応が安心を支えます

安全センターのヒューマン・ヘルスケアサービス
azb i l  Top i cs

センター内の様子（相談員仕事風景）

■玄関チャイム→玄関に導く
■ 子どもの泣き声→赤ん坊や

幼児の所に導く
■ 目覚し時計の音→布団やベッ

ドの上に乗って起こす

■ 料理タイマーの音→料理タイ
マーの置いてある所に導く

■ 警報器の音→床に「伏せ」の
姿勢で、聴覚障害者が危険に
気が付くまでその場所を動
かない

例えば、こんな音を伝えます

聴導犬育成のプロセス

候補犬選び

社会化（2 〜 10カ月）
ボランティアの家庭で人間社会に慣れる訓
練をする。犬にとってさまざまな経験を積む。

候補犬適性再チェック

再社会化（2 〜 4カ月）

マッチング（お見合い）
人と犬の相性は大切なポイント。使用
予定者の犬に対する希望も考慮。

候補犬訓練前テスト

訓練（最低4カ月）

訓練犬最終テスト

滞在訓練（2週間）

ユーザー自宅訓練（3カ月）

訓練修了試験

厚生労働大臣指定法人による認定試験
3日間行われる認定試験は使用者と犬が
パートナーとなってテストを受ける

音を伝えるパートーナー
日本には36万人もの聴覚障害者がいるといわれている。話しかけられても気づかない、駅のアナ

ウンスが聞こえない、非常ベルが鳴っても気づかないなど、外部の情報が入らないために多くの不

安、不便にさらされている。こうした聴覚障害者に音を伝えるのが聴導犬だ。長野県にある社会

福祉法人日本聴導犬協会は、日本で唯一、聴導犬の「訓練」と「認定」が許可されている育成団体だ。

日本聴導犬協会 理事
トレーニングマネージャー
MAYUMIさん

May.2007　� �　May.2007



納入事例紹介

ClientVol.1 公立大学法人 北九州市立大学

環
境
問
題
に

正
面
か
ら
取
り
組
む
大
学
と
し
て

施
設
の
省
エ
ネ
改
修
は
必
然

　

北
九
州
市
立
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に

小
倉
外
事
専
門
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、北
九
州
に
お
け
る
人
材
育

成
と
学
術
研
究
の
拠
点
と
し
て
、現
在
は

２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、５
学
部
13
学
科
か

ら
な
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
は
、製
鉄
、化
学
、窯
業
、セ
メ
ン

ト
な
ど
重
厚
長
大
型
の
素
材
産
業
で
名
を

馳
せ
た
工
業
地
帯
で
あ
り
、早
く
か
ら
環

境
問
題
に
関
心
の
高
い
地
域
で
す
。
北
九

州
市
立
大
学
で
も
2
0
0
1
年
に
ひ
び
き

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
際
環
境
工
学
部
を
開

設
し
、大
学
を
あ
げ
て
環
境
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、環
境
に
配
慮

し
た
施
設
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、大
掛
か
り
な
改
修
工
事
を
行
う
に

は
、高
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、

具
体
化
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、初
期
費
用
が
不
要
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
削
減
額
が
保
証
さ
れ
る
E
S
C
O

事
業
の
導
入
を
図
っ
た
の
で
す
。

「
厳
し
い
大
学
間
競
争
に
耐
え
ら
れ
る
魅

力
的
な
大
学
を
目
指
し
て
、学
内
の
運
営

体
制
を
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
。
今
回
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業
も
そ
の
取
組
み

の
一
環
で
す
。
環
境
首
都
を
目
指
す
北
九

州
市
が
設
置
す
る
大
学
で
あ
り
、ま
た
、北

九
州
学
術
研
究
都
市
に
国
際
環
境
工
学
部

を
展
開
し
、現
代
社
会
が
直
面
す
る
重
要

課
題
で
あ
る
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組

む
本
学
が
、環
境
問
題
に
配
慮
し
た
施
設

改
善
を
行
う
こ
と
は
必
然
的
な
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
矢
田
学
長
）

　

2
0
0
3
年
、省
エ
ネ
対
策
に
造
詣
が

深
い
専
門
家
を
招
い
て
検
討
委
員
会
を
設

置
。
数
社
か
ら
の
提
案
の
中
か
ら
、厳
し

い
審
査
を
く
ぐ
り
抜
け
て
採
用
さ
れ
た
の

が
、山
武
も
参
加
し
た
Ｕ
Ｆ
Ｊ
セ
ン
ト
ラ

ル
リ
ー
ス　

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
提
案
で
し

た
。（
Ｕ
Ｆ
Ｊ
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
ス  

グ

ル
ー
プ
の
構
成
は
、Ｕ
Ｆ
Ｊ
セ
ン
ト
ラ
ル

リ
ー
ス
株
式
会
社
〈
現
：
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
ー
ス
株
式
会
社
〉、株
式
会
社
森
村
設

計
、株
式
会
社 

山
武
）

「
就
学
人
口
が
減
り
、定
員
割
れ
を
起
こ
す

大
学
が
増
え
て
い
る
中
で
、教
育
環
境
の

向
上
は
学
生
に
対
す
る
大
き
な
ア
ピ
ー
ル

に
な
り
ま
す
。
省
エ
ネ
効
果
に
加
え
て
快

適
性
、提
案
の
実
現
可
能
性
ま
で
を
考
慮

す
る
と
、Ｕ
Ｆ
Ｊ
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
ス　

グ
ル
ー
プ
は
ど
こ
よ
り
も
勝
っ
て
い
ま
し

た
」（
深
村
経
理
係
長
）

　

事
業
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、独
立
行
政

法
人
N
E
D
O
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
）の
国
庫
補
助
金
制
度

（
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
対
策
事

業
）を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
の
事
情
に
合
わ
せ
た

き
め
細
か
い
対
応

　

2
0
0
4
年
10
月
に
着
工
と
な
り
ま
し

た
が
、事
業
契
約
の
形
態
は
、大
学
側
の
事

情
に
合
わ
せ
て
変
則
的
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
度
は
北
九
州
市
と
し
て
ギ
ャ

ラ
ン
テ
ィ
ー
ド
・
セ
イ
ビ
ン
グ
ス
契
約
を

結
び
、旧
施
設
で
あ
る
３
号
館
を
中
心
に
、

省
電
力
制
御
装
置savic-net TME

V
 

m
odel30

や
高
効
率
熱
源
機
を
導
入
、照

明
安
定
器
の
高
効
率
化
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
2
0
0
5
年
度
は
法
人
と
し
て

シ
ェ
ア
ー
ド
・
セ
イ
ビ
ン
グ
ス
契
約
を
結

び
、本
館
を
中
心
に
、冷
却
水
ポ
ン
プ
変
流

量
制
御
や
空
調
機
変
風
量
制
御
な
ど
の
省

エ
ネ
手
法
を
導
入
し
、図
書
館
書
庫
熱
源

の
集
約
化
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
修

工
事
で
は
、設
備
の
新
規
導
入
や
追
加
だ

け
で
な
く
、既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
の
削
減
、環

境
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、こ
れ
ら
の
設
備
は
す
べ
て
、運
用
を
最

適
化
す
るsavic-netE
V

 m
odel30

に
よ

り
制
御
さ
れ
、稼
働
デ
ー
タ
が
蓄
積
、分
析

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り

短
期
で
の
工
事
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
主
な
工
事
は
夜
間
に
、教
室
な
ど
は
先
生

方
や
学
生
の
都
合
を
逐
一
確
認
し
な
が
ら

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、学
習
環
境
を

妨
げ
る
こ
と
な
く
速
や
か
に
実
施
し
て
く

れ
ま
し
た
。
第
一
回
目
の
工
事
は
、法
人

化
と
重
な
り
、我
々
は
多
忙
を
極
め
て
い

た
と
き
で
あ
り
、山
武
の
き
め
細
か
な
対

応
に
は
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
」と
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
を
学
ぶ

大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
設
備
が
完
成

　

2
0
0
6
年
１
月
、す
べ
て
の
工
事
が

竣
工
。
導
入
効
果
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
0
4
年
度
事
業
と
し
て
は
、一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
換
算
で
2

・

34
％
、
2
0
0
5

年
度
事
業
で
は
７
・
38
％
と
い
う
大

き
な
成
果
を
あ
げ
、試
算
で
は
年
間
約

1
0
0
0
万
円
も
の
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

り
ま
し
た
。
法
人
化
に
よ
り
経
営
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
る
北
九
州
市
立
大
学
に

と
っ
て
は
、維
持
費
の
低
減
は
大
き
な
助

け
舟
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
を
受
け
て
、各
方
面
か
ら
大

き
な
反
響
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
公
立
大
学
総
会
で
E
S
C
O
事
業
の
取

組
み
と
成
果
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
、す
ぐ

に
各
大
学
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、国
際
環
境
工
学
部
の
教
授
か

ら
も
、『
予
想
し
た
以
上
の
効
果
だ
』と
お

墨
付
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
丸
山
次

長
）

　

北
九
州
市
も
こ
の
効
果
に
着
目
し
、他

の
市
営
施
設
で
は
、
E
S
C
O
事
業
の
導

入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

全
国
の
公
立
大
学
に
先
駆
け
て
、い
ち

早
く
E
S
C
O
事
業
を
導
入
し
、着
実
な

成
果
を
上
げ
た
北
九
州
市
立
大
学
。
地
球

環
境
問
題
を
考
え
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
と
し
て
、学
生
か
ら
評
判
を
呼
び
そ

う
で
す
。

temsTM

Application Review

U R L
所 在 地
T E L
創 立
学 生 数

：
：
：
：
：

http://www.kitakyu-u.ac.jp/
福岡県北九州市小倉南区北方四丁目2番1号
093-964-4004
1946年7月
6,856人（2006年5月1日現在）

山武の提供するESCOサービスtems（Total 
Energy Management Service）には、2つの
契約方式があります。ひとつはお客さま自身が
所要資金を調達するギャランティード・セイビン
グス契約、もうひとつはESCO事業者が所要資
金を調達するシェアード・セイビングス契約です。
いずれの形態も、エネルギー効率改善投資によ
り生まれるエネルギー節減額がESCO事業者
により保証され、調達資金の償還原資を捻出す
ることになります。

北九州市立大学 北方キャンパス

北九州市立大学は、アジアとの交流の歴史および
環境問題への取組みといった北九州地域の特性
を活かし、開拓精神に溢れる人材の育成および高
度で国際的な学術研究拠点の形成を図り、もって
地域の産業、文化および社会の発展並びに魅力の
創出に寄与することを目的としています。

環境問題に関心の高い地域で
ESCO事業の先進的取組みを
アピール
公立大学法人化に伴い、既存のシステムを有効活用しながら
省エネルギー対策事業を実施。
北九州市では初めて、全国の公立大学でも2番目の取組みとして
内外から大きな注目を集めています。

Vol.1

省電力制御装置によるデータ分析が、さ
らなる運用改善に繋がります

公立大学法人 北九州市立大学

北九州市立大学
学長
矢田 俊文氏

事務局次長
丸山 聡氏

事務局総務課
経理係長
深村 謙二氏

高効率なガスヒートポンプチラーを導入し、他施設と同方式のガスに
よる熱源に統一しました

図書館書庫棟の熱源は 2 号館の
既設熱源から補うことに。既設の
配管を有効利用しました。

May.2007　10 11　May.2007



Client
Vol.2 北越製紙株式会社 新潟工場

環
境
配
慮
に
も
積
極
的
な

製
紙
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

　

北
越
製
紙
は
、塗
工
紙
、白
板
紙
や
特
殊

紙
、機
能
紙
を
主
力
と
す
る
大
手
製
紙
会

社
で
す
。
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の

実
現
と
環
境
に
優
し
い
企
業
活
動
を
理
念

と
し
、
1
9
0
7
年
の
創
立
以
来
多
く
の

お
客
さ
ま
に
支
持
さ
れ
、業
界
内
で
不
動

の
地
位
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
環
境
問
題

へ
の
関
心
が
高
ま
る
近
年
で
は
、「
人
と

自
然
の
調
和
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、南
ア
フ

リ
カ
や
チ
リ
、ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
木
材
の
原

産
地
に
お
け
る
植
林
作
業
、積
極
的
な
古

紙
利
用
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
生
産
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
４
月
に
は
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
、品
質
と
環
境
配
慮

の
両
面
か
ら
製
紙
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
立

場
と
し
て
、さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
新
潟
工
場
は
、北
越
製
紙
の
全

売
上
の
７
割
を
担
い
、年
間
1
0
0
万
ｔ

の
紙
を
生
産
す
る
マ
ザ
ー
工
場
。
61
万
㎡

の
敷
地
内
に
チ
ッ
プ
か
ら
パ
ル
プ
、そ
し

て
紙
ま
で
を
一
貫
し
て
生
産
で
き
る
体
制

を
整
え
、長
岡
や
関
東
（
市
川
、ひ
た
ち
な

か
）な
ど
の
他
工
場
に
も
原
料
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、石
油
や
石
炭
な
ど
の

限
り
あ
る
化
石
燃
料
の
使
用
を
極
力
減
ら

す
た
め
に
、木
材
か
ら
紙
を
作
る
時
に
発

生
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
積
極
的
に
活

用
。
環
境
保
護
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、環
境

問
題
に
対
す
る
先
進
的
な
取
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

新
潟
工
場
で
は
合
計
７
台
の
抄
紙
機
に

よ
り
、上
質
紙
や
コ
ー
ト
紙
、白
板
紙
な
ど

多
彩
な
製
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
転
を
開
始
し
て
40
年
を
迎
え
る
設
備
も

あ
る
た
め
、生
産
効
率
の
向
上
の
た
め
に

順
次
新
し
い
設
備
の
導
入
を
図
っ
て
い
ま

す
。特
に
、紙
生
産
の
原
料
と
な
る
ウ
ェ
ッ

ト
パ
ル
プ
の
抄
き
取
り
ラ
イ
ン
は
、

2
0
0
5
年
に
新
し
い
機
械
が
導
入
さ
れ

大
幅
な
増
産
が
図
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

設
備
の
一
新
を
機
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、

山
武
の
協
調
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ムH
a

rm
o

n
a

s
TM

と
電
磁
流
量
計

M
agneW

TM3000FLE
X

を
は
じ
め
と
す

る
計
器
で
し
た
。

「
こ
の
ラ
イ
ン
は
、
幅
1
2
8
0
㎜
、
縦

8
5
0
㎜
の
パ
ル
プ
シ
ー
ト
を
、１
日
に

4
5
0
ｔ
生
産
し
て
い
ま
す
。
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
は
、作
業
工
程
を
で

き
る
だ
け
自
動
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
」（
井
海
部
長
）

　

生
産
は
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
３
交
替
す

る
24
時
間
フ
ル
稼
働
体
制
。
過
酷
な
条
件

で
使
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、安
定
し

た
計
装
設
備
が
不
可
欠
で
し
た
。

過
去
の
実
績
が
物
語
っ
た
信
頼

　

パ
ル
プ
抄
き
取
り
ラ
イ
ン
に
は
、木
材

チ
ッ
プ
を
薬
品
で
煮
て
取
り
出
し
漂
白
さ

れ
た
Ｅ
Ｃ
Ｆ
パ
ル
プ
が
流
送
さ
れ
て
き
ま

す
。
こ
れ
を
ワ
イ
ヤ
ー
マ
シ
ン
に
流
し
込

み
、余
分
な
水
分
を
圧
力
で
絞
り
出
し
て

パ
ル
プ
を
シ
ー
ト
に
成
形
し
ま
す
。
こ
の

時
、流
し
込
む
濃
度
と
流
量
が
常
に
一
定

で
な
け
れ
ば
、製
品
に
ば
ら
つ
き
が
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。

「
流
量
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
、均
一
で
良
質

な
製
品
に
な
り
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
水
準

で
、か
つ
な
る
べ
く
早
く
送
り
出
す
こ
と

が
、生
産
性
向
上
の
必
須
条
件
な
の
で
す
」

（
遠
藤
課
長
）

　

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、山
武
の
電

磁
流
量
計
や
液
面
計
で
し
た
。

「
山
武
の
計
器
は
以
前
か
ら
古
紙
ラ
イ
ン

に
導
入
さ
れ
、故
障
も
少
な
く
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

高
い
性
能
を
要
求
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、実
績
が
も
の
を
言
い
ま
し
た
ね
」（
木

戸
氏
）

　

ま
た
、こ
の
製
造
工
程
で
は
大
量
の
排

水
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
を
ラ
イ
ン
に
戻

し
て
再
利
用
す
る
た
め
に
も
、流
量
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
も

含
め
て
一
元
的
に
制
御
し
て
い
る
の
が 

H
arm

onas

で
す
。H

arm
onas

導
入
の
決

め
手
と
な
っ
た
の
は
、操
作
性
と
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
し
や
す
さ
で
し
た
。
実
際
に
操
作

す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
１
週
間
、山
武
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、現
場
に
合

わ
せ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
自
分
た
ち
で
作

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
分
た
ち
に

と
っ
て
最
も
よ
く
わ
か
る
、操
作
し
や
す
い

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
面
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、計
器
室
に
設
置
さ
れ
た
協
調

ス
ー
パ
バ
イ
ザ
リ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

H
S
S
か
ら
の
監
視
・
操
作
に
加
え
て
、

パ
ネ
ル
マ
ウ
ン
ト
が
可
能
で
過
酷
な

現
場
環
境
で
も
操
作
で
き
る
現
場
端
末

T
S
S
C
が
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

「
計
器
室
と
２
階
の
製
造
現
場
で
ま
っ
た

く
同
じ
画
面
で
操
作
で
き
、と
て
も
わ
か

り
や
す
い
で
す
ね
。
湯
気
が
立
ち
こ
め
る

厳
し
い
使
用
条
件
に
も
よ
く
耐
え
て
く
れ

ま
す
」（
高
橋
部
長
）

時
間
も
労
働
力
も
大
幅
に
削
減

　

H
arm

onas
を
中
心
と
し
た
設
備
の
運

用
は
、た
ち
ま
ち
大
き
な
効
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

「
以
前
は
立
ち
上
げ
て
か
ら
製
品
が
安
定

す
る
ま
で
に
30
分
か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、導
入
後
は
わ
ず
か
10
分
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
は
手
動
で
操

作
し
て
い
ま
し
た
が
す
べ
て
自
動
化
さ

れ
、５
名
の
生
産
体
制
が
１
名
減
の
４
名

体
制
と
な
り
、よ
り
効
率
的
な
運
用
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
柳
氏
）

「H
arm

onas

で
は
、制
御
の
記
録
が
逐
一

デ
ー
タ
と
し
て
残
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
分

析
し
、さ
ら
な
る
運
用
改
善
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」（
坂
井
氏
）

　

中
央
監
視
装
置
に
よ
る
自
動
化
で
、劇

的
な
効
率
化
を
実
現
し
た
パ
ル
プ
抄
き
取

り
ラ
イ
ン
。
今
後
の
ラ
イ
ン
展
開
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
き
そ
う
で
す
。

所 在 地
工 場 設 立
従 業 員 数
生 産 品 目

本 社
U R L
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新潟県新潟市東区榎町57
1914年7月（会社設立：1907年4月）
524人（2007年3月16日現在）
コート紙・上質紙・中質紙・
高級白板紙・パルプ
東京都中央区日本橋本石町３丁目２番２号
http://www.hokuetsu-paper.co.jp/

北越製紙株式会社は、「心をこめた商品
作り」をモットーに、永年の研究開発と
最新設備の導入により、洋紙、板紙はも
とより限りない用途を創出する特殊紙
分野に至るまで、豊富な品揃えをもって
皆さまのご需要にお応えしていきます。

納入事例紹介

オペレーターが作り込んだ詳細な画面により、状況を一目で把握できます。

北越製紙株式会社 新潟工場

北越製紙株式会社
新潟工場
工務部
技術担当部長
井海 賢一氏

北越製紙株式会社 新潟工場

パルプ抄き取り装置へのDCS導入で
生産効率の劇的な向上に成功
新潟工場のパルプ抄き取りラインにHarmonasを導入。
製造の一元管理により、立ち上げ時間の短縮や
人員削減に効果を発揮し、生産性を大きく向上させています。

Vol.2

工務部
電気計装課
課長
遠藤 正夫氏

工務部
電気計装課
電気計装係
木戸 克明氏

株式会社テクノ北越
取締役業務部長
高橋 修氏

製造第二課
抄造係
係長
小柳 一良氏

製造第二課
課付
坂井 吉郎氏

2階にある現場端末TSSC。使い慣れた画面をタッ
チパネルで操作できます

配管を流れてくる工
業用水の流量を電
磁流量計が正確に
測定し、スムーズな
生産へと導きます。

発信器がパルプ原料の液面を常に計測しています。

May.2007　12 13　May.2007



　

電
磁
流
量
計
と
は
、管
の
中
を
流
れ

る
液
体
の
量
を
計
測
す
る
メ
ー
タ
ー
の

こ
と
だ
。
磁
場
の
中
を
物
質
が
通
っ
た

時
に
電
気
が
起
き
る
と
い
う
原
理
を
利

用
し
て
、そ
れ
を
測
定
す
る
。
羽
根
車

を
回
す
流
量
計
と
違
っ
て
管
の
中
に
突

起
物
が
な
い
た
め
、粘
性
の
高
い
も
の
で

も
正
確
に
計
測
で
き
る
。
ま
た
、山
武

で
は
管
内
部
を
独
自
開
発
の
テ
フ
ロ
ン

加
工
に
し
、高
い
耐
久
性
を
保
ち
、付
着

物
の
つ
か
な
い
工
夫
を
し
て
き
た
。
こ
れ

で
、腐
食
性
の
高
い
物
質
や
、前
ペ
ー
ジ

に
登
場
し
た
パ
ル
プ
の
溶
液
と
い
っ
た
管

に
付
着
し
や
す
い
も
の
を
流
し
て
も
、長

期
に
わ
た
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
し
で
正

確
に
測
定
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
電
磁
流
量
計
を
初
め
て
開
発

し
た
の
が
、
1
9
7
7
年
。
今
か
ら
30

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
長
年
電
磁
流
量

計
の
主
翼
を
担
っ
て
き
た
メ
イ
ン
製
品
の

「M
agneW

TM3000 FLE
X

」
は
、

1
9
9
5
年
に
登
場
し
て
か
ら
も
マ
イ

ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
続
け
、今
で
は
年
間
売

上
は
、発
売
当
時
の
２
倍
を
誇
る
。

　

昨
年
、こ
の
製
品
は
「M

agneW
3000 

FLEX+

」と
し
て
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
。
外
見
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。
形
状
が
変
わ
る
と
こ
れ
ま
で
の
設

備
の
入
れ
替
え
需
要
に
応
え
ら
れ
な
い

か
ら
だ
。
し
か
し
中
身
の
回
路
部
分
は
、

こ
の
10
数
年
の
要
望
を
も
と
に
徹
底

的
に
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
を
任

さ
れ
た
の
が
、20
代
、30
代
の
社
員
ば
か

り
で
構
成
さ
れ
る
開
発
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
奥
田
の
人
と
な
り

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
の
野
沢
は
こ
う

語
る
。

「
と
て
も
慎
重
で
、こ
だ
わ
り
の
あ
る
人

で
す
ね
。
例
え
ば
、テ
ス
ト
に
し
て
も
規

格
を
ク
リ
ア
す
る
だ
け
で
は
満
足
し
ま

せ
ん
。
必
ず
そ
の
上
を
い
こ
う
と
す
る

の
で
す
」。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

「M
agneW

3000 FLEX+

」を
世
界

中
の
あ
ら
ゆ
る
環
境
で
使
え
る
製
品
に

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
開
発
に
あ
た
っ
て

は
、シ
ン
プ
ル
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
。
３
枚

あ
っ
た
回
路
を
１
枚
に
す
る
な
ど
、徹
底

的
に
部
品
点
数
を
絞
っ
た
。
そ
の
分
部

品
の
品
質
に
こ
だ
わ
っ
て
、そ
の
上
で
徹

底
的
に
検
証
を
行
っ
た
。
メ
カ
担
当
と

し
て
試
験
を
見
守
っ
た
水
鳥
は
言
う
。

「
標
準
的
な
試
験
に
、
1
0
0
項
目
ほ

ど
プ
ラ
ス
し
て
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

項
目
ご
と
に
、温
度
、湿
度
、ノ
イ
ズ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
で
テ
ス
ト

を
３
回
行
っ
て
、デ
ー
タ
の
平
均
を
取
っ

て
い
く
時
間
の
か
か
る
作
業
を
行
っ
た

の
で
す
。
４
人
で
ト
ー
タ
ル
３
カ
月
か

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」。

　

そ
の
結
果
で
き
た
製
品
は
、摂
氏
マ

イ
ナ
ス
25
℃
か
ら
60
℃
ま
で
耐
え
、ど
ん

な
環
境
で
測
定
が
ぶ
れ
ず
、厳
し
い
海

外
の
安
全
・
環
境
規
格
に
も
対
応
す
る
。

ま
た
、山
武
で
も
初
め
て
、
H
A
R
T

通
信
の
コ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
テ
ス
ト
を
す
べ

て
ク
リ
ア
で
き
る
製
品
と
な
っ
た
。
慎

重
な
奥
田
が
、世
界
の
ど
こ
に
出
し
て

も
恥
ず
か
し
く
な
い
と
言
う
。

「
自
信
は
あ
り
ま
す
。
苦
労
し
た
分
、開

発
メ
ン
バ
ー
、特
に
が
ん
ば
り
を
見
せ
て

く
れ
た
若
い
メ
ン
バ
ー
に
胸
を
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」。

　

製
造
工
程
で
も
作
り
や
す
い
と
評
判

が
良
い
。
ま
た
、シ
ン
プ
ル
な
構
造
に
よ
っ

て
回
路
の
温
度
上
昇
も
抑
え
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、歩
留
ま
り
や
故
障
率
の
低

下
と
な
っ
て
、作
り
手
、使
い
手
の
負
担

を
大
き
く
軽
減
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味

で
今
後
の
山
武
製
品
の
ベ
ー
ス
と
な
る

べ
き
製
品
に
な
っ
た
。

　

世
界
の
ど
こ
に
出
し
て
も
胸
を
張
れ

る
製
品
で
は
あ
る
が
、挑
戦
は
ま
だ
終

わ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
安
定
的
に
流

量
計
測
で
き
る
」と
い
う
、も
っ
と
も
難

し
い
流
量
計
の
王
道
で
、国
内
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
山
武
は
世
界
に
挑
む
。

信
頼
性
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、

世
界
の
ど
こ
へ
出
し
て
も
胸
を
張
れ
る
製
品
が
で
き
た

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

Vol.5

【土手守り隊】
■松田 拓也くん
■神奈川県平塚市祟善小学校2年生
大雨で、川の水があふれそうになったら、スイッ
チオン。土手がもっと高くなります。僕の住む
街も安全です。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
28回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

突然ですが、今日は皆さんにご挨拶です。2002
年の5月からPR誌の編集に携わってきましたが、
とうとうお別れのときがやってきました。5年
間、ＰＲ誌の発行、そして編集後記を楽しみにし
てくださっていた皆さん、本当にありがとうござ
いました。今後は、昨年制定したシンボルマーク
azbil、そして理念の「人を中心としたオートメー
ション」をさらに愛されるものへと育てていくた
めに、新たなステージで頑張ります。次号からは
新任担当者が編集後記を担当します。お楽しみ
に！� （ミカリン）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され

ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2007年5月1日
■発　行：株式会社 山武　広報グループ
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。
　2003年4月7日は「鉄腕アトム」の誕生
日。手塚治虫は、ロボットと人間が楽しく生
活する世界を描いた。現在、確かに二足歩
行のロボットは登場したが、ようやく、赤ちゃ
んが自分の足であるけるようになったようなも
ので、アトムのようなヒューマノイド型ロボット
実現に向けては数多くの技術的課題があ
る。そうした中、“西暦2050年、サッカーの
世界チャンピオンチームに勝てる、自律型ロ
ボットチームを作る”を目標に、サッカーを題材

としてロボット工学と人工知能の融合、発展を目指している活動がロボカップ
だ。現在はロボカップサッカーで培われた技術を災害救助に利用しようという
プロジェクトや、簡単にロボカップの活動に参加できるようにとロボカップジュ
ニアという教育とホームエンターテイメント向けの活動も行われている。この
ロボカップから本当のアトムが誕生するかも？

ロボカップから
アトム誕 生？

MagneW3000�FLEX+
（マグニュー 3000フレックスプラス）

1993年入社、入社以来、電磁流量計
の開発一筋。簡易形フローメーターや
水中形ポンプコントロール用流量計など
多くの製品を手掛けてきた。

「流量計の開発者としては、今も昔も
“安定した計測をすること”が本分です。
安定した計測で、現場の人が安心して
仕事ができる環境を作りたいですね」

奥田�浩二
アドバンスオートメーションカンパニー
プロダクト開発部 HW3グループ

ロボカップサッカーは人間のサッカーの試合と同じく、自分で考えて動く
自律移動型ロボットを使った競技会形式で行われ、次のリーグがある。

シミュレーションリーグ
コンピューター上の仮想フィールドで、それぞれ異なった人工知能プログラ
ミングされた11対11のバーチャルロボットが5分ハーフの試合をする。

小型ロボットリーグ
約５ｍ×3.4ｍの大きさのフィールド上で、直径18cm以内のロボット5台1
チーム同士が10分ハーフで試合する。

中型ロボットリーグ
12ｍ×8m のフィールドで、高さ80cm以内のロボット4台〜 6台でボールを
追う。

四足ロボットリーグ
ソニーのAIBO4台1チームのサッカーリーグ。フィールドは４ｍ×６ｍで、試
合時間は10分ハーフ。

ヒューマノイドリーグ
自律型２足歩行ロボットのリーグ。PKや２対２で競技する。

1996年入社、入社以来、電磁流量計の
検出器設計を担当。新製品開発、改良
設計、特殊品見積り・設計、防爆機器
設計に携わる。

「私にとってazbilは、何度かの分社・統
合を経て、ようやく全社が一つになった象
徴のように感じます。この一体感をより
深め、より良い製品の開発をしていきたい
と思います」

水鳥�健次
アドバンスオートメーションカンパニー
プロダクト開発部 メカグループ

1992年入社、電磁流量計・流量計の
マーケティングを担当。

「電磁流量計は広く生活に密着した領
域で活躍します。人に優しいオートメー
ションという面で、非常に重要な役割を果
たしているのです。azbilという新しい理
念のもと、新製品の発売も相次いでいる
中、さらに安心、安全を、人に、地球に提
供できるようにしていきたいと思います」

野沢�文峰
アドバンスオートメーションカンパニー
IP マーケティング部 2グループ
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本
誌

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

大
豆

油
イ

ン
キ

と
古

紙
配

合
率

100％
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
本

誌
か

ら
の

無
断

転
載

・
複

製
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。
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□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター　□ イー・エス・ディ
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

東
北
最
大
の
商
圏
と
し
て
発
展

す
る
仙
台
市
。
仙
台
と
は
「
仙
人

の
住
む
高
台
」を
意
味
し
、伊
達
政

宗
が
住
む
山
城
の
仙
台
城
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
城
の
名
前
か
ら
城
下

町
も
仙
台
と
な
っ
た
。

　

仙
台
と
い
え
ば｢

杜
の
都｣

と
形

容
さ
れ
る
。
市
街
地
に
残
さ
れ
た

緑
地
と
奥
羽
山
麓
に
至
る
広
大
な

自
然
緑
地
を
あ
わ
せ
る
と
市
域
面

積
の
約
６
割
が
緑
に
覆
わ
れ
て
い

る
。
政
令
指
定
都
市
の
中
で
、自
然

公
園
面
積
は
第
1
位
（
２
８
８・４
３

㎢
）、一
人
当
た
り
都
市
公
園
面
積
は

第
2
位
（
12
・
33
㎡
）だ
。
市
内
に

は
１
４
８
０
カ
所
も
都
市
公
園
が
あ

る
。
実
は
、杜
の
都
の
ル
ー
ツ
も
伊

達
政
宗
に
あ
る
。
政
宗
は
、武
家
屋

敷
の
敷
地
を
広
く
と
り
、屋
敷
内
に

多
く
の
樹
木
を
植
え
る
こ
と
を
奨

励
し
た
。
そ
れ
が
「
杜
の
都
」の
礎

と
な
っ
た
よ
う
だ
。
大
名
屋
敷
を

受
け
継
い
だ
敷
地
の
広
い
宅
地
な
ど

に
お
け
る
屋
敷
林
と
、青
葉
山
な
ど

の
丘
陵
地
に
お
け
る
雑
木
林
の
緑
に

よ
っ
て
、仙
台
は
杜
の
都
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

現
在
、仙
台
市
で
は｢

百
年
の
杜

づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。
都

市
化
の
進
展
と
と
も
に
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
緑
を
１
０
０
年
で
再
生
し
、新

し
い｢

杜
の
都｣

を
創
造
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
だ
。
い
ま
残
さ
れ
て
い

る
緑
を
守
る
だ
け
で
な
く
、地
球
環

境
へ
の
配
慮
の
た
め
に
も
新
た
な
緑

を
街
に
増
や
す
活
動
だ
。
ま
る
で
、

政
宗
が
屋
敷
内
に
多
く
の
樹
木
を

植
え
る
こ
と
を
奨
励
し
た
よ
う
に
、

生
垣
づ
く
り
や
花
壇
づ
く
り
を
市
が

応
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、１
年
で

１
万
本
、１
０
０
年
で
１
０
０
万
本

の
植
樹
を
目
標
に
し
「
１
０
０
万
本

の
森
づ
く
り
」も
行
っ
て
い
る
。

　

ね
ば
り
強
く
、努
力
型
の
仙
台
人

気
質
な
ら
、き
っ
と
こ
の
事
業
を
成

功
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

仙　台

azbilの拠点がある街を紹介します。
ね
ば
り
強
さ
と

努
力
が
支
え
る

杜
の
都

azbilは山武グループのシンボルマークです


